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　　Growth　and　the　gua11ty　of　Cut　F1owers　of　Tu11p　w1th

　　D1fferent　F1ower1ng　T1㎜es

緒　　　言

　ヂューリップの促成では，球根生産地や生産地の土質
　　　　　　　　　　　（1×2）（3）（4）

の違いによる花芽分化の早晩，球根収穫後の乾燥温度条
（・）　、　、（・）（・）

件や冷蔵温度条件による開花期の遅速等実験的にみた報

告は多い．しかしながら冷蔵終了後，球根植え付け時か

ら開花時までの栽培温度条件は年内促成を含め経験的に

行われており，栽培期間を通して昼間18～20◎C，夜間

15◎C前後で栽培されているのが現状である．
　　（8）
　筆者らはさきにコンピュータ制御による球根切花を栽

培モデルとして定量化するため，球根檀え付け後のチュ

ーリップ栽培温度が生育，品質に与える影饗を報告し

た．その中での栽培温度は檀え付けから採花までの平均

温度は12．C前後であった．すなわちチューリップの促

成温度は品種にもよるが，現状ではやや高目で促成され

ているのではないかと思われる．さらにチューリップは

生育ステージにより温度の要求度が異なり，それぞれの

生育ステージに応じた温度設定が品質や燃料経済面から

非常に重要と考えられる．

　本報では促成時のステージによる温度要求度をより詳

しく知るため，開花期を異にする促成ヂューリップの温

度環境と生育，品質に及ぼす影響についてシングル・ア

ーリー系とダーウィン・ハイブリッド系を用いて検討し

た．

　　附属農場

材料およぴ方法

（1）シングル・アーリー系

　A）早期促成Cassini〔1月咲き〕：予傭冷蔵15℃3

週間，本冷蔵3．C69日間，1976年11月29日11cm球
75，000球檀え付け．

　B）申期促成Cassm1〔2月咲き〕予傭冷蔵15．C23

日間，本冷蔵4oC60日間，1977年12月15日11cm球

70，000球檀え付け．

　C）後期促成Cassm1〔3月咲き〕予傭冷蔵150C18

日間，本冷蔵4．C111日間，1977年2月10日12cm球
75，000球植え付け．

（2）ダーウィン。ハイブリッド系

　D）早期促成OxfOrd〔1月咲き〕　花芽促進20oC20

日間，予備冷蔵150C3週間，本冷蔵3℃10週間，1977

年11月25日11cm球70，OOO球檀え付け．

　E）中期促成Lefeber’s　Favorite〔2月咲き〕：予

傭冷蔵15．C18日問，木冷蔵4◎C9週間，1976年12月24

日12cm球70，000球植え付け．

　F）後期促成Oxford〔3月咲き〕：本冷蔵4．C82日

間，1978年2月9日12cm球75，000球槙え付け

　上記のように2系列3品種を供試し，6処理区を設け

た．シングル・アーリー系（以下S・E系と書く）とグ

ーウィン・ハイブリッド系（以下D・H系と書く）の早
　　　　　　　　　　　　　　　（8）
期，中期，後期促成のいずれも筆者らと同様な設定値に
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基づき，4時期に期間分割し，各期間毎に1日を4つの

時間帯に時間分割し，窓開閉と暖房制御を行った．調査

個体は同一条件で生産された球根を用い，前々報で得ら

れた到花日数に基づき，各処理区内に4か所の調査地点

を設定し，それぞれ3α個体について調査した．温度は各

処理区4か所ずつの調査地点において地上20cmと地

下5cmに測温体を設置した．ただしD・H系の中期促

成Lefeber’s　Favoriteは地上20cm　の温度のみ測温

した．測温はYODAC－R50にて1時間ことに行った

調査は出芽後毎週行い，D・H系の中期促成Lefeber’s

Favoriteでは7～10cmに伸長した1977隼1月28日に

GA処理（400PPM1各1m1）を行った．採花時に草
丈，花長，花こう長，切花重，葉面積を調査した．

案　験結　果

（1）積算温度と平均温度

　S・E系Cassm1における瞳え付けから採花までの積

算温度と平均温度は第1図のとおりであった．すなわち

早期促成では，最も採花日の早い到花日数54日の地点で

の積算温度は室温645◎C，地温638◎Cで平均温度はそれ

ぞれ11．9℃，11．8℃であった．最も遅い64日の地点で

は積算室温681℃，積算地温698Tで平均温度はそれぞ

れ10．7．C，10．9◎Cであった．57日の地点や61日の地点

の平均温度は室温，地温ともに54日の地点と64日の地点

の間にあった．中期促成では採花日の最も早い到花日数

69日の地点で積算室温704．C，積算地温772．Cで平均温
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度はそれぞれ10．2℃，1L2℃であった．最も運い79日

の地点では積算室温757．C，積算地温800◎Cで平均温度

はそれぞれ9．6．C，10．1．Cであった．70日の地点や72

日の地点の平均温度は早期促成と同様，室温，地温とも

に採花日の最も早い地点と最も遅い地点の間にあった．

後期促成では採花日の最も早い到花日数36日の地点では

積算室温，積算地温ともに414．Cとなり平均温度はとも

に11．5℃であった．最も遅い43日の地点では積算室温

445．C，積算地温443．Cとなり平均温度はそれぞれ104

oC，10．3◎．Cであった．38日の地点や40日の地点の平均

温度は早期促成や中期促成と同様なパターンを示した．

早期促成，中期促成，後期促成のいずれも，積算温度

は，室温と地温の平均をとれば到花日数が長くなるほど

高くなったが，平均温度では低くなった．到花日数は中

期促成＞早期促成＞後期促成の順となり積算温度も同様

となった．しかし平均温度では早期促成≧後期促成＞中

期促成の順となった．

　次にD・H系における到花日数の異なる地点での積算

温度と平均温度は第2図のとおりであった．すなわち早

期促成のOxfordでは，採花日の最も早い到花日数52

日の地点の積算室温は621◎C，積算地温656℃となり平

均温度はそれぞれ12．O◎C，12．6oCであった．最も遅い

63日の地点は積算室温687oC，積算地温720．Cとなり平

均温度はそれぞれ10．9oC，11．4．Cであった．59日の地

点や60日の地点は積算室温は63日の地点より低かった

が，積算地温では63日の地点と同じかやや高めであっ

た．しかし平均温度では室温，地温ともに52日の地点と

63日の地点の間にあった．中期促成のLefeber’s

Favoriteでは採花日の最も早い56日の地点で積算室温

583．C，平均温度10．4◎Cとなり，最も運い66日の地点
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Table 1. The effect of temperature on the quality of the cut flowers of tulip under 

forcrng in a computer control system 

 

-~uality 
¥¥ Flowerin~ time '¥ 

Early flowering 
'Cassini' 

Narmal flowering 
'Cassini' 

Late flowering 
'Cassini ' 

Number of 
days to 

f lowering 

54 

57 

61 

64 

69 

70 

72 

79 

36 

38 

40 

43 

Plant length 
(cm) 

39 . 6 (36 . 2) * 

39 . 7 (38 . l) 

39 . 9 (39 . 6) 

40 . 8 (40 . O) 

37 . I (37 . O) 

38 . 5 (38 . 4) 

39 . O (38 . 9) 

40 . 8 

43 . 5 (42 . 4) 

44 . 8 (4". . 7) 

46 . 3 (45 . 7) 

46 . O (45 . 7) 

Flower 
length 
(cm) 

5.7 

5.7 

5.7 

5.7 

6.2 

6.3 

6.2 

6.2 

5.9 

5.9 

6.0 

5.9 

Peduncle 
length 
(cm) 

8.2 

9.1 

lO . 1 

10 . l 

10 . 9 

11 . 2 

12 . l 

13 . l 

11 . 5 

ll.7 

12 . 6 

12 . 6 

Plant 
weight 

(g) 

29 . 8 

30 . 4 

31 . 4 

32 . O 

34 . 1 

34.5 

34.2 

36 . 7 

37 . O 

38 . 7 

40 . O 

38 . l 

Area of leaves (cm2) 

Ist 2nd 3rd Total area 

leo . O 96 . 4 49 . 4 305 . 8 

161 . 9 94 . 7 46 . 7 303 . 3 

159 . 9 93 . 3 49 . 2 302 . 4 

185 . 7 106 . 6 54 . 8 347 . 1 

174 . 9 109 . 2 67 . 2 351 . 3 

182 . 7 I16 . 1 73 . 8 372 . 6 

181 . O 116 . O 70 . 9 367 . 9 

182 . I 114 . O 70 . 2 366 . 3 

* Flower and flower stalk length 
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Table 2. The effect of temperature on the quality of the cut flowers of tulip under 

forcrng in a computer control system 

Quality 

Flowering time ¥ 

Early flowering 
' Oxf ord' 

Normal flowering 
'Lefeber's Favonte' 

Late flowering 
' Oxf ord ' 

Number of 
days to 

f lowering 

52 

59 

60 

6*' 

56 

60 

64 

66 

38 

40 

42 

45 

Plant length 
(cm) 

47 . O 

51 . 1 

53 . 6 

54 . 8 

37 . I (35 . 9) * 

37 . O (36 . 6) 

37 . 9 (37 . 6) 

41 . I (41 . O) 

52 . 3 

55 . 8 

57 . 3 

57 . 9 

Flower 
length 
(cm) 

5.6 

5.6 

5.6 

5.7 

5.8 

5.8 

5.7 

5.8 

6.1 

6.2 

6.3 

6.3 

Peduncle 
length 
(cm) 

16 . O 

20 . 4 

20 . 1 

20 . 5 

6.7 

7.3 

7.1 

8.1 

15 . 4 

16 . 3 

17 . 3 

18 . O 

Plant 
weight 

(g) 

32 . 3 

33 . O 

34 . 6 

36 . 3 

32 . 9 

35 . 3 

34 . 2 

37 . 3 

42 . 5 

43 . 7 

44.0 
46 . 1 

Area of leaves (cm2) 

Ist 2nd 3rd Total area 

130.6 91.6 36.2 258.4 
127.3 91.0 40.5 358.8 
128.0 88.6 39.5 256.l 
140.6 98.8 41.3 280.7 

157.1 88.1 31.2 276.4 
166.3 90.5 32.0 288.8 
169.2 89.4 34.5 293.1 
174.4 93.1 36.4 303.9 

173.1 116.8 41.8 331.7 
171.2 118.7 42.3 332.2 
169.9 124.8 45.5 340.2 
176.4 125.9 47.4 349.7 

* Flower and flower stalk length 
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ンピュータ制御による球根切花栽培では800m2の単と

う大型温室2とうを使用し，1とう年3～4作の輪作体

系の中でチューリップの促成を3作行っている．このよ

うな現状を踏まえ，年内促成に限らず長期問の出荷のた

め，開花期を異にする促成チューリップの温度環境と生

育，晶質についての検討が急務とされてきている．
　　　　　　　　　（9）
　年内促成では，稲葉らはウイリアム。ピットによって

促成を行う場合，生育初期15～17．C，中後期17℃程度

の温度管理がより早く開花させ，しかも充分な品質の切
　　　　　　　　　　　　　　　　　（lo
花を得ることができるとしている．池田もウイリアム・ピ

ットを年内促成に用いる場合には昼夜16～18℃で栽培

することを勧めており，この点稲葉とほぽ一致している．

しかし筆者らが供試したS・E系Cassmlでは積算室温

が中期促成＞早期促成＞後期促成となったが，平均では

早期促成の10．7～12．O．C≧後期促成の10．3～11．5．C＞

中期促成の9．6～10．2．Cとなり，D・H系でも積算室温

は早期促成Oxford＞中期促成Lefeber’s　FavOr1te＞

後期促成0xfordで，平均では早期促成Oxfordの10．9

～12．O．C＞後期促成Oxfordの9．8～10．8．C≧中期促

成Lefeber’sFavoriteの9．2～10．4oCとなり，S・E

系，D・H系のどの開花期についても平均温度は12oC以

いうと下極めて低い温度で促成の目的を達した．このこ

とは，ウイリアム。ピットが晩生品種であり，開花まで

に多日数を要するため隼内促成としては高い温度で栽培

せざるを得ない瑚犬となっているものと考えられる．こ

れに追随し他品種の年内促成や中期，後期の促成でもや

や高い温度環境で栽培されているのが現状ではないかと

思われる．

　チューリップの促成では第5図や第6図に示したよう

に植え付けから開花までの各生育ステージによって温度

要求度が異なっている　すなわち早期促成Cassm1

や中期促成Cass1m　早期促成Oxfordや中期促成

Lefeber’s　Favor1teは第1期に幾分高い温度を勺えて

も伸長量にあまり影響を与えず，低い温度との差はごく

わずかである．しかもこの時期は発根期にあり，高い温

度環境下におくとフザリウム菌による球根腐敗というマ

イナス面が生じる．第2期になると後期促成Oxfordを

除いて高い温度ほど伸長量が増加するが，その効果は

2．C程度の地点間差では少なく，第3期や第4期はD・

H系は温度が高いほど伸長量は増加する傾向が強く，S

・E系Cassiniでは概して温度に大きく影響されず伸長

量が増加する傾向を示している．以上の結果，植え付け

から採花までの平均室温は12．C以下となった．　このよ

うに生育ステージによって温度要求度が異なるため，各

生育ステージに応じた温度配分のプログラミングが必要

となってくる．すなわちこのことは良質の切花を得るた

めとエネルギー消費の面から非常に重要なポイントとな

ってくる．

　一般に低温要求がある程度充足され，生育体制が整え

ば次の生育は順調に行われるようになり，定植後高温に

置かれたものほど生育速度は増加し，開花も早くなる．

一方生育速度と切花品質は相反するものであり，わずか

の高温で栽培されたものでも開花は早くなるが，草丈，

切花重，花長，葉面積等品質的に劣化する傾向がある．

筆者らの一連の実験では，それぞれの開花期における到

花日数地点間では，栽培期間の平均室温の最大差がO．6

～1．3℃で7～11日の採花日のずれが生じた．すなわち

栽培期間の平均室温約O．1oCの差が採花日で約1日の差

となって現われてきた．しかし栽培期間の平均温度がど

の開花期のものも12．C以下となり，かなり低い温度で

栽培されたため，開花期によっては草丈，切花重，葉面

積に若干差を生じたが，花長は到花日数地点問にほとん

ど差が出ず，切花の品質面から市場での商品性にはかわ

りがなかった．

　以上のように植え付けから採花日まで40～80日間の栽

培期間で切花を終える作型で良質の切花を得るために

は，開花期の違いによる差はあるが，平均室温をおおむ

ね12oC以下に抑えるのが望ましい．一方エネルギー消

費の面から植え付けから採花までの各生育ステージに応

じた温度設定が必要である．今回の実験結果からみても

第1期の植え付け後3週間では平均室温10℃前後を目

漂とし，第2期（4週一5週）ではそれよりやや高めの

12～13℃程度，第3期（6週一7週）や第4期（8週

一開花まで）では高温にすれば加速度的に伸長し，低温

でも一定の伸長を示すものであるから，市場での需要，

供給のバランスを見ながら弾力的な温度設定をプログラ

ミングすることが好ましい方法と言えよう．

摘　　　要

1．開花期を異にする促成ヂューリップの温度環境が生

　育，品質に及ぽす影響をシングル・アーリー系とダー

　ウィン・ハイブリッド系を供試して調査した．

2．積算温度は到花日数の長いものほど大であったが，

　平均室温ではどの開花期も12．C以下となり早期促成

　＞後期促成＞中期促成の順となった．

3．平均室温と伸長との関係は，第1期（植え付け後3

　週間）は温度の高低にかかわらず伸長量はわずかであ

　った．第2期（4週目と5週目）は高温ほど伸長量が

　多く，第3期（6週目と7週目）や第4期（8週目か

　ら開花まで）はその温度効果が著しい区が多かった．
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Summary 

l. This study deals with the effect of room and soil temperature on the growth 

and the quality of the cut flowers of forcing of tulip (an Early Single and Darwin 

Hybrids) with different flowering times. 

2. The longer the number of days required L0r flowering after plantin_g was, the 

larger the sum of the temperature. However, the average room temperature was 
10wer than 12'C for each forcing. The average room temperature for early 
flowering was higher than that for late flowering, which was in turn higher than 

that for normal flowering 

3. At the Ist stage (from planting to the 3rd week) the elongation of tulip per 

day was small regardless of the average temperature being high or low. The 
higher the average temperature at the 2nd stage (from the 4th to the 5th week) 
was, the larger the elongation, although the effect was small. The effect of tempe-

rature on the elongation in each forcing became remarkable at the 3rd stage (.from 

the 6th to the 7th week) and at the 4th stage (from the 8th week to flowering), 

when significant elongation was observed even at low temperature 

4. The quality of cut flowers was slightly affected by a change in the number of 

days required for flowering under forcing, but there was no problem in marketing 

5. It is necessary to set a temperature suitable for the growth stage of tulip for 

the sake of the economy of electric or oil energy. The average room temperature 

from planting to flowering should be controlled at 11 to 12'C for getting cut 
flowers of good quality. Taking the market price of tulip into account, the forcing 

temperature must flexibly be controlled during the 3rd and 4th stages 


